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北山地域でのこれまでの取組みについて
(1) 「北山杉の里総合センター」の整備
北山丸太の新商品開発等消費拡大，北山地域の美林再生に加え，地域特産物の育成により地域産業の振興を図るとともに，観光客も誘致し，北山杉を基幹とする地域の再生を図る。
①北山丸太の新商品の開発・普及活動
②担い手育成と適正な森林管理
③独特な森林景観や林業体験等を活かした観光振興
④地域産物の販売促進
○施設の概要
	事業主体
	京都北山丸太生産協同組合

	運営主体
	一般社団法人　京都北山杉の里総合センター

	設置場所
	北区中川川登74

	事業費
	約100百万円

	施設の概要
	・建築面積　４７２.19㎡（床面積：４４４．15㎡）
・構造　　　木造平屋建て
・主要用途　交流活動室91.67㎡
北山丸太加工実演・体験活動室78.5㎡
            地域担い手活動室・受付45.57㎡
            景観担い手活動室52.38㎡
　　　　　　厨房・新商品活動室ほか


(2) これまでの取組
①　平成17年度，地元林業関係者等で発足した北山林業地域振興協議会を中心に，地域活性化活動拠点施設の整備を盛り込んだ「北山杉の里」整備計画を策定
2 　その後，「北山地域活性化検討会」を設置して，地域全体の活性化や施設完成後の管理運営について検討，平成22年に，京都北山丸太生産協同組合と京都市森林組合を核に，(社団法人)京都北山杉の里総合センターを設立し，管理運営にあたる。
○北山地域活性化検討会の設置
　　平成１９年度まで林業関係者を中心に整備内容を検討してきたが，平成２０年度からは自治会や朝市の会等とも連携した組織を設置し，地域全体の活性化や施設完成後の管理運営について検討した。
○北山地域活性化活動拠点施設設立準備委員会の設置
　　平成２０年に京都北山丸太生産協同組合，京都市森林組合，各造林組合からなる設立準備委員会を設置して，一般社団法人の定款作成や具体的な建設内容を検討した。
　　
(3)今後の取組
①観光，体験ツアー等の企画，朝市の開催，交流会の実施
②地域担い手・景観担い手活動：丸太市の開催，北山美林の維持
③展示普及啓発活動：建築物への利用促進のための情報発信
④新商品開発活動：北山丸太の新しい使い方についての検討等
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